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平成２７年度第１学期 

履修登録の有無にかかわらず、多くの学生、教職員の方の聴講を歓迎いたします 

第10回講義 

北極戦略と科学技術 

文部科学省研究開発局海洋地球課長 

清浦 隆 氏 

清浦先生からのメッセージ 

北極は、過去３５年間で夏季の海氷面積が３分の２程度に減少するなど、気候変動の影響が最も顕著に現れて

いる地域です。北極における環境変化は北極域にとどまる問題ではなく、地球全体の気象や生態系に影響を与えるこ

とが懸念されています。一方、海氷の減少に伴い、北極海航路や新たな資源開発の可能性への期待も高まっておりま

す。このようにリスクとチャンスの両面で国際的な関心が高まる中、国際社会は、そして我が国はこの北極の問題に対し

てどのように対応すべきでしょうか。北極の問題は、外交、安全保障、資源・エネルギー、物流、環境、科学技術等

様々な分野に関わる問題であり、自然科学だけでなく人文・社会科学分野も含め幅広い知見を結集して取り組む必

要があります。みなさんは、北海道大学が本年４月に北極域研究センターを新設し、北極に関する取組の強化を図っ

ていることをご存じでしょうか。是非、一緒に北極の問題を考えてみませんか。 

清浦 隆 先生 
  

 １９９３年、九州大学大学院工学専攻科修了、科学技

術庁（現、文部科学省）入省。原子力研究開発、職業教

育、競争的資金、国際研究交流、地球環境研究などの幅

広い分野をご担当。また、この間、在ウィーン国際機関

日本政府代表部では対IAEA外交をご担当されるなどの行

政経験を積まれ、2014年１月より現職。 


